
日本語学習者の理解程度に影響を及ぼす要因

一 中国籍モンゴル語母語話者と中国語母語話者の聴解テス トを比較して-

劉 永亮

1.はじめに

最近の外国語習得では､コミュニケーション能力の強化が重視されることから､聴

解力が果たす役割の重要性が指摘されるようになった｡しかし､ダ也ooo)では､中国

における日本語学習者は聴解に対して最も困難を感じることが指摘されている｡国際

交流基金C2007)では､｢日本語能力試験｣の結果を母語別分類に､海外と日本国内に分

けて分析している｡その結果､国外受験者の得点l(標準得点による)に関して､ヨー

ロッパ系の受験者は聴解得点が中国語系の受験者の聴解得点より高いが､文字･語垂､

読解 ･文法の得点は中国語系の受験者方が高いという結果が出ている｡このことから

中国人日本語学習者にとって､日本語学習の4技能のうち聴解が一番難しいことがう

かがえる｡

しかし､上記の国際交流基金C2007)の母語分類を見てみると､必ずしも母語で受験

者を分けて分析しているわけではなく､母語というよりは､むしろ国籍で大体の母語

を分けているに過ぎない｡例えば､中国の学習者の中には､モンゴル語を母語とする

学習者や､他の語 を母語としている学習者が含まれていると思われる｡中国籍であ

っても､中国語とモンゴル語は言語的特徴が異なるにもかかわらず､一括りにして扱

っているのである｡ つまり､国際交流基金Qoo7)の結果からは､モンゴル語を母語と

する学習者の聴解能力は見えてこない｡そこで､中国籍の日本語学習者を母語別に分

けて考える必要があると思われる｡

2.先行研究

聴解テストに関する島田也006､2009)の研究では､｢選択肢の提示形式｣が聴解テ

ストの結果に影響を与えると述べたが､母語の違いによる影響に関しては言及してい

ない｡

聴解過程に関しては､主に聴解過程で使用されたストラテジーをめぐって研究が行

われてきている(古川他 1992､水田 1995､同 1996､声 2001)｡それらは主に､聞き

I2004年度の日本語能力試験の2級の母語グループ別平均点 (標準得点による)を例とし

てあげた (国際交流基金2007)｡
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手がどんなストラテジーを使って聴いているか､どのようなストラテジーが有効であ

るか､どのような聴解指導を行えばよいか､と言う点を述べている｡しかし､それは､

問題を処理するときのストラテジーのみに焦点をあてており､聴解過程でどのような

問題起がきているかに関しては述べていなし㌔

3.研究概要

3.1 研究の目的

本論では中国人日本語学習者を中国籍モンゴル静母語話者(以後､MS:Mongoh

Speaker)2日本語学習者と中国静母帯話者(以後､CS:ChineseSpeaker)日本語学習者

を母語別に分類し､聴解テストの結果に差が生じるかを分析する｡

また､両グ/レープの聴解テストの結果に差が生じるようであれば､その原因につい

て､受験者の聴解過程に注目し焦点を当て､聞き取り上にどのような問題が起きてい

るかを明らかにする｡

33 研究方法

3B.1統計調査

内モンゴルの大学に在学する日本語専攻の学生を対象に聴解テストを行う｡その結

果から､母語グループによる平均値､標準偏差などを算出する｡グループ間で差が生

じた場合､母語グループの平均値と項目別平均値を､t検定を用いて確羅する｡

3.2.2 茸的調査

統計調査で明らかになった平均値に差が生じた項目を､二グループの受験者がそれ

ぞれどのように聴いているか､またどのように回答を選んでいるか､受験者の中から

無詐偽でそれぞれ 10人を抽出し､発話思考法を用い､プロトコル分析を行う｡

4. 聴解テス トに関する統計調査

4.1 調査内容

2009年8月に内モンゴルの大学に在学する日本語専攻3のMS83名とCS137名を

対象に､聴解テストを行った｡本来､日本語能力試験の過去問題を使用するのが理想

的であるが､過去問題はすでに市販されているため､学習者はすでにそれらに触れて

いる可能性が高い｡そこで､神村 ･劉ら (2010)の首都大学東京留学生用のプレース

2モンゴル語を母語とし､中国語を第二言語とする中国籍モンゴル人のこと｡

3学習者が大学に入る前の日本群 習歴は0.現在大学3年生｡
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メントテスト ｢m U聴解テスト｣を用いた｡

4.2 調査結果

母語グ/トープによる平均値､標準偏差などは表1の通りである｡表 1から分かるよ

うに､母語別のタロンバックcL係数 (信頼係数)はいずれも0.8を上回り､信頼係数

が高いテストであるといえる｡母語によって平均値に差があるか､t検定を行ったと

ころ ｢t(208)-3.32,p<.01｣で､有意差が見られた｡このことから､CSのほうがMS

と比べると聞き取り能力が弱いことが伺える｡

表 1 基本紙汁畳

母語 項目数 受験者 平均値 標準偏差 信頼係数 (

n係数)モンゴル語 30 83 17.6

5.5 0.875中国語 30 137

14.6 6.7 0.807さらに､テストの結果を詳しく検討していく

ために､母語別に各項目の正答率を比較し､t検定を行った｡その結果､30項目の中

の9項目に有意差が確認できた｡両グループは有意差が見られた9項目をどのように聞いている

かに関してプロトコル分析を行った｡6 プロトコル分析を用いた

聴解過程に関する調査5.1調査手順今回のプロトコル調査は海保･原田 (1993

)を参考とした｡実施時間は､練習セッションを含め､1人当たりおよそ 1時間であ

る｡まず､プロトコルデータを収集する前に発話思考法とは何かを説明した｡そして

､声を出す練習として用意した計算問題を被験者がどのように解いているかを声に出

しながら練習してもらった｡ また､実際のプロトコルデータ収集セッションでは､調査の目的を説明した｡

5.2 プロトコルデータ分析の手順

以下の手順でデータの分析を行った｡(1)発話をすべて文字化した｡発話思考法

データ収集では､被験者の多くは自分の母語を使い､聞き取れなかった語句や自分の

母語で適切に表現できない語句のみを日本語で表現していた｡そのため被験者の母語を文字化し



日本語訳に関しては長年日本語教育に携わっている日本語教育博士課程の大学院院

生 1名にチェックしてもらった｡

(2)発話思考法データから､CSとMS両者の聞き取りの過程で起きた問題を探 り､

その特定された問題はなぜ起きているかを分類し､両者を比較して分析した｡

5.3特定された問題の原因とその分類

聴解過程で聞き取れない問題が生じたときに報告された｢問題特定｣を､表2に示すム

報告された ｢問題特定｣を聴解問題の構造の観点から上位分類として､｢課題の理解｣､

｢内容の理解｣､｢ポイントの理解｣4｢選択肢の理解｣という4段階に分類した｡さら

に､下位分類としてその原因によって､.｢聞き取りレベル｣､｢語垂レベ/レ｣､｢談話統語

レベル｣との3レベルに分類した｡分類と定義に当たって､20人のデータを母語別に

扱い､それぞれ 2人の判定者与が判定を行った｡ 判定者の意見が一致するまで討論し､

専門家の助言を得たうえで分類した｡母語別判定者の一致率は93%である｡

表2 問題特定の定義と分類

上位分析とその定義 下位分析とその定義

課題の理解 :聴解問題の 聞き取りレベル :報告する際､音をそのまま再現する

こと陳題が分からなかったた ができないもの.音自体が聞き取れなかった場合

と､音がめ､どこに注意を払って 正確に聞こえていても意味がわからず報告

するまでに忘聞けばよいのか分からず､正解を選べない場合 れてしまったものなどにより生じた問題蒲生レベル :単語の音を正確に聞き取

れたが､意味を理解できない

ことにより生じた問題内容の理解 :会話を聴い 聞き放りレベル :単語を音韻的

に聞き取れなかった可能性て内容が理解できていな や､意味が分か

らなかった可能性がある問題特定4 『日本語能力試験出題基準』(2002)によると聴解

テストの測られる能力の一つとして不必要な細部にこだわらず､重要な部分に焦点を当て

て聴くなどの聴くためのストラテジーを駆使する能力である｡そのため､正解に直接導く

キーワード､つまり祝題が示されている部分､または､正解が明示されたり､暗示されたりしている部分を ｢内容の理解｣の

問題特定から分けることにした｡6中国語母語話者の判定者は筆者と､日本語教育経験

が長い博士課税の大学院院生 (中国語母語話者)の2名｡｢中国籍モンゴル語母語話者｣

の判定者は筆者自身と日本語学習歴10年以上の､教育学を専攻する博士課程の大学院院生 (中国籍モンゴ/絹



い､或はテキストの中の 商集レベル :単語を音観として正確に聞き取れたが､意味

いくつかの単語を聞き取つたが､全体の意味が分からないために､正しい答えを選べない場合 を理解できず､問題が生じている

場合蔽話統合レベル :まとまりのある会話を聴いて､テ

キスト全休から話し手の意図や主張を理解できな

いレベルポイントの理解 :会話を聞いて､話の流れや内容をある程度理解したが､正解に直接導くキーワ- 聞き取りレベル :単語を音韻的に聞き取れな

かったり､意味が分からなかったりする可

能性がある場合商量レベル :正解に直接導くキーワード

､或は正解が明示ド､つまり課題が示され したり､暗示したりしている部分の

単語の意味が分からなている部分､または､正解が明示されたり､暗示 かつたことにより､問題が生じる場合蔽苗統合レベル :テキスト

の中の多くの情報を報告したされたりしている部分を が､一番重要な部分､正

解に直接導くキーワー ド､または聴き逃し､正解を選べな 正解が明示されたり､暗示されたりしている部分が

何も報くなる場合 告されない場合選択肢の理解 :選択肢を 聞き取りレ

ベル :選択肢のなかの単語などの音が特定でき聞き取れない､或いは､音韻として聞き取れても

意味が分からないので正 ず､問題が生じる場合諏曇レベル :選択肢のなかの単語などの意味がわ

からず､しい答えを選べない場

合 問題が生じる場合5.4 聞き取れない原因の分析被験者に特定された

問題を上記の基準によって分類すると､表 3のようになる｡表3から分かるように､MS

では､問題は全部で38件報告され､CSでは全部で 71件報告された｡母語類別の上

位の各分類における報告件数から見ると､｢課題の理解｣が3件と13件､｢内容の理解｣

が25件と40件､｢東イントの理解｣が 10件と11件､そして ｢選択肢の理解｣

が0件と7件が報告された｡聴解過程では､｢課題の理解｣と ｢選択肢の理解｣に

よる問題はMSの聴解テス トの正答率にそれほど影響が与えていないことが分かった

｡ それに対してCSは､全ての問題特定が聴解テス トの正答率に影響あることが分かった｡また､下位



取りレベルJは42件で一番多く報告され､全体の半分以上を占めている｡次に､｢淡

話統合レベルJが20件報告された｡このことから､CSの方がMSに比べて､r音が特

定できない｣ ことが原因で問題が生じることが多いと言える｡

表3 聴解翻己で特定された開港

上位分類 下位分類 MS

CS課題の理解 聞き取りレベル
0 10語垂

レベル 3 3線 .1.

3∴ 桓 ≡.,内容の理解

聞き取りレベル

3 18語嚢レベル

9 5談話

統合レベル 13 17合計

由 40ポイントの理解 聞き取りレベル 6 8語尭レベル

2 0談話統合レベル 2

3.合計∴ 1

0,,I ll選択肢の理解 聞

き取りレベル 0 6

語桑レベル 0 1合計lJ -i-r=■0 7,･=;.凄:沌&,i.ご=.=≡軸三蛋=;=誌三≡蛍も≡誼苦手立退喜逗暫蓋

.1.≡塩遥モ:≡:誼謹蓋輩一方､MSを見てみると､特定された問題の多くは｢

語嚢レベル｣と｢談話統合レベル｣で､それぞれ､14件と15件報告され､報告され

た総数の半分以上を占めている｡もっとも少なかった報告はr聞き取りレベルJ9件であることが分かっ



6.5 下位分類の分析

表3から､｢聞き取りレベル｣と ｢談話統合レベル｣の問題がCSの正答率に大

きな影響を与えていることがわかる｡r帯尭レAJレ｣と r談話統合レベルJの問題

がMSの正答率に大きな影響を与えていることがわかる｡

本節では､CSが音を聞き取りにくい原因と聞き取れない音の特徴を探る｡さら

に､MSが単語の音を正確に聞いているにもかかわらず､意味の理解に至らない

原因を明らかにする｡

6.6.1聴解過程に起きる問題特定の r聞き取りレベル｣に関する分析

被験者に特定された｢聞き取りレベル,Jの問題の例を表4に示すム間違った聞き取り

の主な要因を分析してみると､CSが聞き取りにくい単語には以下のような特徴が見

られる｡

①単語の促音と長音の脱落が多い｡また､長音が入っていない単語に長音を入

れて長音化している｡

② 日本語無声破裂音のlp,t,k]を有声破裂音lb,d,91として認旅している｡

③ モーラ数が5拍以上の単語において音の脱落が多V㌔

④ 母音のldと母音le]の音を混同して認識している｡

表4 MSとCSのr聞き取りレベルJ間短特定一朗

搬 者 項目 正用の青葉 間違った聞き取り 発生し

た場所CS3 4 してない したい 母音l

eLha]の脱落CS6 9 目覚まし時計 めざしいどき lma)の

脱落､uの添加､破裂音ldCS7 30 遅刻 ちゆ

うごく 物音の添加､母音tdの耐 pCS9 1 スカ

ート スガド 破裂音Dd､破裂音ld,長音CS2 26 美紀さん ミラさん 長音､母音le

]岱 3 2 アパート デ

パト 破裂音M､母音Ld､長音CS3 1 値段

ネドン # h]CS3 26 大変ですね てはんですね 母音h],uの

脱落CS3 26 報告番 ほこし

ょう 長音､DLtJ)の脱落､破裂音b1､長音の添加CS5 3 統みた



CS7 4 写其の現晩 写真ぎんぞ 母音leL長音､母音le]

の脱落CS8 16 駅ホーム 駅は

む 長音の脱落CS8 20 出入り で-り

長音の添加､母音Mの脱落CS8 26 取

引先 とりさき hiki)の脱落CS9 3 主人公 しゆじんご 破裂音帆

長音岱 10 9 青畳

ongbo 鼻音､長音M馳 4 槻 韻 げんぞ 長音MS3

30 目覚まし時計ならなくて 目覚まし時計なくて bazdの腕好C

S10 30 目覚まし時計ならなくて 目覚まし時

計なくて hara)の脱落､CS9 4 とりひきさき とりさき Dliki)の

脱落CS2 1 ブランド blangd 母音lu

L子音‖CS2 30 ねぽう

ねぽ 長音の脱落(注 :太字と網掛け部分は中国籍モンゴノ働 潤 き間違った部分

)6.6.2 問題特定の｢詩集レベル｣聴解問題は読解問題と違って繰り返し

て聴き直すことが出来ないという制約がある｡そのため､聞き取った音声から､瞬時に語

の意味を確定し話の内容を推定していくことが難しいと考えられる｡声也002)は､

たとえ聞き取った単語が既知語であっても､聴いてすぐ音と意味を結びつけることは難しいと述べている｡今

回の聞き取り調査で､音声として正確に聞き取れたにもかかわらず､意味の理解に

至らなかった単語には以下の特徴が見られる｡表 5によると､音声として正確に聞き取

りながら意味を理解できなかった単語は､MSが14件､CSが8件であることがわか

る｡意味の理解に至らなかった単語を単請の出自によって分類してみると､MSは和語

4件､漢語5件､外来語4件､混種語 (和請+漢語)1件であった｡CSは和語2件､漢

語3件､外来語 1件と混種語 (和語+漢語)2件であった｡このことから､MS

は､CSに比べて漢語､和語と外来語の理解がやや難しいようである｡意味の理解に

至らなかった ｢レシート｣などのような外来語に関しては､CSはそれら外来語を音として特



を与えてないといえよう｡

表 5 MSとCSのr蒲尭レベルJ問題特定一覧表

被験者 項目 正用の言葉 単語の

種類CS7 4 コンビ

ニ 外来語CS10

4 客 漢語MB4 2 コンビニ 外来

静MS6 4 レ

ジ 外来静MS7

4 基準 漢醇MSS 4 現駄 漢軒

MSS 如 月束

と報勧MS4 2 いつもは 和醇

AdS6 2 湖 由

演舞MS6 4 お弁当 混種語 (和語+漢語)

M由 9 レシー.I 外来静

MS8 2 プランp 外来軒

hdB9 2 奇遇

轍CS3 4 醸め

る 和語(放送と報告)CS3 20 3

月 漢語(3回と報告)CS7 2

奇遇 漢語CS7

20 出入り 和語C

S8 9 目覚まし時計 混種語 (和語+漢語)CS9 30

寝坊 混種語 (和語+漢語)M出

2 通いづらい 和語MS3 20 とにかく 和語(注 :太字と網

掛け部分は中国籍モンゴノ嶋 語話者が聞き間違った部分)5.5.3 問題特定のr

故話統合レベル｣『日本能力試験出題基準』也002)によると､日本語能力試験の2級の聴



相当するものである｡つまり､これらの問題を解く為には複雑な情報を統合する必要

がある｡そこで､｢淡話統合レベルJの問題特定が母語別にどの項目に集中してい

るかを分析した｡

その結果､両グループとも ｢項目2｣､｢項目3｣のように､質問に対する選択肢

の表現が､テキストの表現と違って類似表現に言い換えられている ｢項目｣ と､テキ

ストが短い上に､文脈情報や関連の情報が少なく､話し言葉のフィラーが多く含まれ

内容が不明瞭である ｢項目｣に集中していることが分かった｡

6.考察

本稿の統計調査では､MSのほうがCSより日本語聴解テストの正答率が高い結果

が得られた このことから､MSのほうがCSより日本語の聴解能力が高いと考えら

れる｡

また､本稿では正答率に影響を及ぼす要因を聴解過程に注目し､プロトコル分析を

行った｡その結果､音が特定できない問題､つまり r聞き取りレ<)レ｣は両グノレープ

の正答率の差に大きな影響を与えていることが分かった｡MSに比べCSが聞き取り

にくい単語には以下のような特徴が見られる｡

(1)CSは促音長音が入っている単語の促音と長音を認識できず､促音と長音を短

音化している｡また､長音が入っていない単語に長音を入れることが多い｡しかし､

MSには上記のような現象がそれほど見られなかった｡それは､MSは促音と長音に

ついて以下のように認知しているからではないかと考えられる｡モンゴ/噂 の中に｢デ

ビスゲルクスグ｣がある｡｢デビスゲルクスグ｣といった h･m･1･o･b･r･8･d･

dの結尾子音が開音節に連続して一つの閉音節を作っている｡ 特に､二つの子音が連

続したひとつの単語を発音するときの音は､日本語の促音に近く聞こえる｡たとえば､

モンゴル語の自然の会話の中では ｢物をとれば｣を 【app幻】と発音する (ナ ･ゴチ

ョクスロン (2007)より)｡また､モンゴル語の母音の分類の中では､長母音と短母

音の分類があり､長音の長さは一般的に短音の長さの倍になる｡このことから､MS

はCSより日本語の長音と短音を弁別しやすいと考えられる｡

(2)日本語無声破裂音のb,t,k)を有声破裂音lb,d,g】に認織している｡ 北京語 (中国

請)では無声有気音【 ph､th､kh]と無声無気音rp,t,kL の2つのカテゴリーがあ

るが､日本語は無声無気音rp,t,k]と有声無気音lb,d,g】の2つのカテゴリーである｡つ

まり､日本語と中国語とでは弁別特徴･カテゴリー境界が異なっている｡そのために､

CSにとって日本語の破裂音の知覚に障害が生じると考えられる｡
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一方､モンゴル語も無声有気音【 ph､th､kh]と無声無気音b,t,kL の2つのカ

テゴリーに分かれるが､結尾子音には有声音の払,d,g]が存在するので､CSと比べると

それほど大きな障害は生じないと考えられる｡

(3)CSはMSに比べてモーラ数が5拍以上の単語において音の脱落がやや多いこと

が分かった｡それらの単語は以下のような特徴が見られる｡

【動零し

① ｢項目20｣のr土曜日だと予約が入れら丸森いかもしれない｣

② ｢項目30｣のr目覚まし時計が鍵峯撃草薮 起きるのが遅くなって｣

【名詞】

① ｢項目9｣の｢目覚まし時計を買ったんだけど｣

② ｢項目26｣の r今日q昼皇塵 との話の内容についてなんです｣

に集中している｡一方､MSも ｢聞き取りレベル｣の問題特定の中で一番多く報告さ

れたのは､モーラ数が5拍以上の単語における音の脱落である｡それは､聞き取りの

処理に関しては両グループともボトムアップ処理がよく使われていると考えられる｡

しかし､両グループの報告の形式が違っていた｡MSの報告によると｢目覚まし時計が

ならなくて｣の ｢なら｣があるかどうか迷ったという報告が多かった｡それに対し､

CSの報告によると､｢目覚まし時計がならなくて｣を ｢なになになくて｣或いは ｢な

になにない｣といった代名詞を使って鋭明している｡

試験後のインタビューによると多くの MSの学習者は単語を日本語の発音のま

まに覚えるのに対して､多くのCSは漢字に依存するか､あるいは中国語に訳して

覚えるということが分かった｡ 動詞の活用に関しては､モンゴル語は日本語と同じ

く勝者語であることから動詞が活用される｡それに対して､中国語は孤立語なので

動詞に活用がない｡このことも大きく影響していると思われる｡

(4)CSはMSに比べて､母音h]または母音le]が入っている単語に誤りが多い｡つ

まり､母音のh]と母音le]の音を混同して認織している｡中国語の母音の中にle]が存在

しないので､日本語のk】母音を発音しにくいのではないかと考えられる｡一方､モン

ゴル語にもle]母音がないが､姐母音があるので､認識しやすいのではないかと考えら

れる｡

次に､聞き取り問題上の ｢語嚢レベル｣に関しては､MSに多く見られ､CSに比べ

て漢語､和語と外来語の理解がやや難しいようであった｡外来語に関しては､CSは

それら外来語を音として特定できなかったことが｢聞き取りレベル｣の分析で分かる｡

したがって､両者の聴解テストにおける正答率の差に外来語はそれほど影響を与えて
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ないといえよう｡一方､和静に関しては､神政後のインタビューによると､｢いつもは?｣

の ｢いつも｣の意味は理解しているが､｢は｣をプラスにして後ろの部分を省略した質

問を ｢いつもは｣という単語だと間違い､意味が分からなかったという｡つまり､述

部の省略により､問題が起きたと考えられる｡漢語に関しては､両者と意味が分から

なかった単語の ｢奇遇｣ と ｢現像｣は2級以上の語嚢であることが分かった｡

それから､問題特定の r談話統合レベル｣に関しては､母語別に大きな差が見ら

れなかった｡ しかし､r談話統合レベル｣の問題が多く起きた ｢項目｣には､①質

問に対する選択肢の表現が､テキス トの表現と違って､類似表現に言い換えられて

いる｡②テキス トが短く､文脈情報や関連の情報も少なく､話し言葉のフィラーが

多く含まれ､内容が不明瞭である､という特徴が見られた｡

7.今後の課題

今回の調査では､CSは日本語の促音､長音､破裂無声無気音b,t,kL そして母音の

le]の知覚がMSと比べて弱いことが分かった｡その原因は母語の違いによると推測し

たが､さらに実証的な研究が必要だと思われる｡

また､聴解過程に起きる問題特定をいかに処理しているか､どのようなス トラテジ

ーによる問題処理が聞き取りを成功させるかということを今後の研究課題にしたい｡

さらに今回の調査は､中国に在住する日本語学習者だけを対象に行ったが､日本に

居る学習者を対象としていない｡今後は､日本にいる中国人学習者を母語別に分類し､

調査を行い､中国に在住する日本語学習者の結果と比故したい｡
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